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　　　した。

属　　災

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ鍛考書闘録蚊略享………・一…………………ユ33

第1章柞　翻一…一・一・一…139

　1、解罰及び生理……………………………139

2、遺　　　　傳…………・…・・・・・・・・・・・・・・・…　142

3、生懸及び飼育………………・・…・………工42

4、病　　　　理・一……一・・……………150

　以降羅紡界報）L大灘1舜劇又L鱗界1

動物學難ヤ誌L鋤　物一1

人　　絹　　界Lへ翻界’1

實業之lrヒ界Lll8麟辱之世界胴1

遺偉學難誌L遺｛曝「

化　學　工　塑L化　工コ

科學之農業L科　農1
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鋤叢携範欝照隼LIlilJ棋報1

拗楽細奄揚躍甑詐く瞼蜴彙報L渤模亙数彙1
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1融劇献脚…・鱒且1撫励扮場篇Ll鵬髭1…獄襲績熊　　　　　第1章　柞　　　簸

・躊城糊

浦餓農嚇武瞼捌1と告L灘躍蹄℃報コ　　　　　　　　　　　　　1、解剖及び鹿鯉

満鐵農亨憐鵡鰯｝研究il芋報L瀬伐1　℃咽1ギ1　　　　　　柞翻に就f

　脚「ド央試瞼所・・賄L浦1蝋1随脚　　　　　名羽lr，’F．昆1旧O、・。3－1。8頁（190G）

酬麟個瑠に瀧引　　　　1醐醐li、の襯剛，鰍撫ヲ［多齢付継し・
悶縣撒1糊1ミ侃畳螺訓　　　．〃可・繊・形勲謝駕蝋・泄・講用‘飽・髄僻
rl・観鯉鮪鯉’協」榔欄　　　　　辮緬槻農蹴いても＿寵り畝・・　1脚醐脈
剛撫靴鵜観1：1い制　　　　　　［r，la．，］・、7。形騨ゴ嚇隙，抄蜘批じ揮・雛。

日水農業新詰L「膿菊d　　　　　　　　　　　　瞭畳1寸2分内クL翅張4寸7分ノ嬉ミ5寸を算す。

鯛畷鋼酷Ln糊il・「　　　　　　糊醐齢、，して、徽榔瞬1・尉しく太L．翅
日職牒輌制「1蝋「レ　　　　　　醐曝1照縄触れど脇露！　繭網・ヒ羽・1瀟々
日ホ君i澱線矧輪・：L日鎧馴　　　　　　　　　　　　黒［τ続｛lll£ぺu。前胸及び中胸の前tl’）には次ド漁唱翫

購齢融鵬　　　　　　　　　卵1，し、典伽・闘脚ノE鮒献伽購・磁鱗∠1三
四ケ原澱友會報L酉ケ原欄友報…1　　　　　　　　　し、苅翅前株のコ1魍、は1音紫色酬散ノ：て次白の短嘱む

嵐離伽　u濃馴，　　　　仙幅に圃撒・・机繍き蘇と鹸と宛
腿藁及園蹴撒剛　　・　　　　以て之獅蹴し、凱鰯1部翻∫鞭色酬縞1f肛
騰嵐の溝洲膿潮　・　　　層　じG醐紋釧・刻コ，少しく防断牌て一條醐
糊献瞼麟’肌蝋期　　　　・　織醐あり。嵐に淑和揃蜀した繍伽横線
擬游渦報膿務剛之…1　　　・　　　細ド・麟紅ドー脚聴捌継講幅重の1聯限
底用鋤物愚瑠fi誌し慮動物”1　　　　　　　　　　　　於て赤褐と肉色と相換したる短横條あV。然れども

瑚イ瞭研蜥姻鮭牙コ蜥矧　　　　　　超鞭り横條はタ糊な紬の謝杯｝撒るとあリ。
棚備備・映1撒所撫Li陶・獅試網　　　働跡多少矧ヒ猟洞・誕尖に淋齢姻豫に
埼三鰯灘・購螺嫌1，埼・麟試釧　　　　li㌔1グご糧斜に鮪撒し温糠の糧太醐を
椛久良會礁諮L佐久」ギ1　　　　　　　　　　　　うヒらす。餐翅は殆ど牛圓形霞：なし、深く嗣翅の下に

鑓粟試瞼二報告し蟹“蹟報1　　　　　　　　　　　　　　入Uて炮刺達鹸く。中央には誘明紋ありて黙線と1ξ1

灘　僕　新　：帳し・蹴　瑚1　　　　　　　　　　　　　線と紀以て隅締し、其の黒線の一部は剰ヤ々太くして

叢　　細蝦糊　　　　　　　不正形繰し、白繍障伽灘1二鮭構㌔黒勲
獄＊糸學報L銀罰　　　　　　　…部に繭癒帯．ミミるあリ議紋のクi・方に｛．！：外線と軍

鱗縛剛購鵬証』1　　　　　　行したる黒削骸す翻條の横畿ラヒら％
灘1・桑　婆　報L籔：要1　　　　　　　　　　　　　　　幼錦しは贈化の微時は黒色なれども、1同脱皮の後

染　　　　　織L染　織wl　　　　　　　　　　　　　　は髄線色となり漸次脱皮を溜iて蔚ζ色を」曾す。髄1把穴

植物及動物L植孜重ゲi　　　　　　　　　　　　　　にして充分巫畏したる）1，のは3寸億に浬し、側面に

rド央鐡赫照L中央罎糸組　　　　　　　　　　　　　褐魚線と腹衙に紅色線とな愚廼沌し、第尻及び第六節

東京化墨衡誌L東化誌1　　　　　　　の側伽ζ接した櫨幽ζ第1聯の側背1翻大な翻ミ

鯨灘、耀所濯糠欄ぞL職誰網　　　　雛机、舗iのり撒鰍撒剛靴4・ず。
騨遷騨鋼1牝烏」1膿・糊　　　　　　　老熟すれば褐色の繭鞭みて蝋化す。螂融1合に
東洋雛藝雑詑L東洋、｝～雅コ　　　　　　　　　　　　　短くしてなく、楕圃形をなせリ。

ttヒ田灘糊職rq舗魁1・田剛目　　　礪及び耀堀の鷹に隣翻究
…㈱門鱒争剛艮告LL田灘｝脚　　。。糊漸，、9、，一蝋（・91・）

謂謝淵恥1、ll，．。。，v　　鱗ヲ・f・m聯脚・・瑚・滲照

銅L、叫．S臨1螂蹴諏・　　　天鰍び欄の鱗轍
　Joum．く）f　P：u・aslt．　　　　　　　　　　　　　　　　北島銭雄　ブく慧綜　294・21ト3G頁（1916）

　勿飢｝Ioglgllher　AI肥1鑑c吠Z⊆川1，　AnZ）　　　　　，　錦2章天鍛　1・解剖及び庶韮肋’買滲照



140　　　　　　　　　　　鍛　　　綜　　礁　　　雑　　　誌　　　　　　　　　〔壼1㌻＋巻

柞Σヨ謄7の1…へに就て　　　　　　　　　　　　　永痘駐訴貫郎櫛助物　2、i（1931）

　山内源登錨露2、1：≧、m－2墳（19］7）　　滞葡」1桝撒他の昆趣こ於ける飼駐脱皮iし」胤の
薩卵後61；蹄iJ飼毎1こ闘定し糎察したるものなり。而　　　關係贈調査せ・るに、ラ5くの如き靴果諺得た1）。

　して提縮、分裂b∬f蕪鞠」黛、腿葉形成後の鞍濫、氣　　　1、柞鋼は葉の熟麿び）如侮によりて脱皮ILII数郡健化

僧吻難・椰1：源・・蟄腱、腺畷泓捌〔｛｛’i筋肉　　葛瞳ける。

及び」辮肋躍臓・磁｝1γ迄び背臓曽、食遺下腺等の畿池　　　2・柞ユ1置が」じの1　｛i、ビ塁る時期は三1三に卿化當時より

隙につき祥細に青巳載ナ。f別1．叢麗kの欺魁1は家獄の　　　　2齢の絡り頃∫盆の如し。

央れとよく一致してゐると爲せり。即も、　　　　　　　｛］・柞鑓が硬化せるさ1堕を盒せる場合に臆皮ILり歎の膨

工・粥糠よ膿ず侃の　　　　　　　　献「‘　’kるるのlk，註三として葉卿廻化せる篤食ドの困

　剃「紹系・粥撫‘一・r睦撫麟汲ぴ」肋闘豊、絹綜　　撫嵐蝶の．・粉・ン蜘£せ制肋らんb

J蹴前御脇口器ベノLソン窮網下腺、へT．1ノ・ド　4・キンケムシ・ク…、カツヲプシムS・・，、フ㍗ン

　民腺、5’μ眠、外山」黛ρ1℃門下腺「、脚、　L瞥、池田氏　　　　＝ケムシに於ても食物の1！ll；と月騰皮隅数との櫛1に雑

　食撹r腺・背皮腺及び1支腺、内骨絡　　　　　　　　　　鍛の錫合の女llき開侍iあ／t3もの‘ミ吻1し0

2・刺糠掴～げる扁・　　　　　　欄蛾囎化灘醒
　卸嬬・脂肪組織・食道ド1娘・筋肉及びt，k　lnSSIe・　　ZEi渡餓靖L臆鋤鞠4、4，186＿コs8頁（王9ξ32）

血徽ぴ削聯　　　　　　　撒1卿靴撒つ繍［齢砧、砂卿融、
3訥糠湖げるもの　　　　　・熈義雌劇媚脚，胴・・加，、鞠1・1．，・ei’n，　mu

　中胃　　　　　　　　　　　　　　　　　　最4．0－3．5⑪m、7隅3．75｛｝m、雄は翅の隅1張13，5＿工雲，

茨耀の燗に就て　　　　　　　　Sc］・、・i・」勾13．27Cllh脚・．5一ξ｝，O、・1、、・s・随3，エ7，。，、

北島銭雄大鰍313、ト5頁（1918）　帥ち翅・糊1拠ご撒長敵曙ξ謝旺魅より小なリ・
第2章　天鍛　工・解剖及び盃緩il1の環盤照　　　　　　　形態　雌の鯛肢編：i“く、長さ15tnrns幅7mm、

天臨欄の脇の灘蹴て　　　　　髄色醗慌に濃触綻蝋紋献搬ミは紋恥

第翻欝，灘購孟騒簾・9・9）　購雛懇慰灘繍撚手懲

耀瑠丸に就て㈱）二 @　　　ll朧1撚磁窒器9鷺勢錨霧驚諜碧
　門田次郎冑勲物33・390・1一盛頁（1921）　　近くに黒魚なる外横推蜜灘認む。此の黒線の外側｛よ紫

ネ綴吻撒鋤の靴のブく謎を測定し、o．22・m　色翻艶ぴ、更にそのク剛厭鰍踏・齢淡く嫡。

－e，3，t，・職る剃かにし・倫8榊回箇醐形瑠　肌てクト豫及び内繰砂し入り、嵐，榔、て艶の

め、たη・佛丸の酬知ζ就て襯察し羅と剛棘　撒あり。

るを認めたリ。崎形は3箇の縦列せる糖嚢よりなる　　　　後翅の裁横線は納旅味を帯びたるも明瞭ならず。

砂1臨踏の縦列せ衛鯉；りなるもの工灘　 ・映剛臓紋鶴町きたる翻ll汲び夕蹴枷よ県ζく、｛n

察せり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　諸しの外側は赤紫＆なリ。外横線と外豫黄細線との間

・次に飽殖細胞の細胞學的槻察をなし、第1及び第　　　1よ淡禍色なり。眼｛IJt斑紋は中央溌明1ζして之を同り

2精億細胞D染色膿敬は49謝、籾原細胞中には9S箇　　　て環釈縁あリ。その外6i㍉1こ黄亀、内牛1よ赤紫色なリ。

の染色艶数あるを開かにせられたり。　　　　　　　　而して之患園：！sて黒色翻あり、薗遡のものが後翅の

柞躍の繭色と蝸職箋と蛾鰻色との瀾係に就て　　　　　ものより少しく大なり。翅ゆ裏搬麟瀞1こ黒く大償

石灘胴・央灘・7・、9、τ（193。）　麟血鰍の如くなれども1り」漱らず・i・13i職襯

惣潔雛鑑諾と繍畿議磯：1轡の灘燗
・・必ず・・療・輔観ず。飢馳，ζ　次に雄噸り幽紬よ撫蝦けれど・蔽
於・も馳・於・もδ曜色、，し。、♀。淡触、　紋劇聴く噛櫛謝撒聯粂・嚇・駕

。とは搬の鞭に畷す。　　　　　褐齢U・鵜・，Y・k　v：内伽一獅羅麟色の鰍
　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と㌃るo裏樹の中央横幣轟罷く、外横糾iは奄く波朕の

構馳の騒に鮒る勤と徽回藪　　　鞭し規耽り。



触二蜘　　　　　　絹編繍（掘して野鋤文魍蝋（D　　　　　　　14t

柞顯周蚕子二愛育に／／；艶事’愚研究　　　　　　　　　　　　　　　　　なし。

　池川櫨Sli郎　錨ll三8、1、2、24S－25t3頁（193の　　　”鋤肢突趣も前期と火盤なく、腹肢鍵起は笈二に精々

錨流挙均20∵に保1護したる柞鍛耶（第1化191　・IU：蛾よ　　　明瞭となる。後i：ll溝食智；（加：門陥入）は舞・17羅節

珂歌もの）を121刷短こクu・・，z一ホノ・マリンを以t　　の隊は後重融で完成す。鰯鰯と1櫛8節の設隊

瞳瀧し、染色には締ワク効一ミン酬ひて胚子　　でf帳1’洲門陪入顧に撫「り糠となる。

幽のII燃齢院・tL・・V。　　・　　　　　本期の　静腰するに脚臨1伽劃池せるものと

次に込團1晦の膨勿蛋鞘脚兄耐蜘せん。　　　なすこと翻・・

1、燈卵後ル1暗問までltl：胚子の充分なる形態を示さ　　　5、∫壼卵後120時間・反1阿腿鋤は既に鰹くS？；了し、

　ずo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第7－8關節の境界部背酌fにfJil孔する膀孔以外は

2、li灘卜1後48酬ill、膳子ほ既に藩しく伸侵し奄鵜に　　　殆ど閉鎮するに簸る。．FL外部器管たる艦肢s各ロ

　蹴り殆ど明瞭なる麟衛i的構造を認む。塑育の進み　　　器、胸肢・腹皿支螂は何れも，己位｛趾につき、胚子は

　たるものは18鮒、然らざるものは17飾を認め得。　　　　早くも益髄として概形を整ふるに驚るo夕陪1皇より

（此の場飾1獺と∫齢捌琶痢湖鰍く）願勲　　纐肌了脇酬聯棚鞘食循靴削湯・御賜研粉

既に撒し、唯胸節1；髄に於て榊線に浩言・て染　　跣成し・鰯酬ゆ1酬醜嚇囎iの前部に

鰍く、翻幽嚇馳謝，。・之は副1線の剛旺　位し殆跣成L・御痂i」ll【；闘」榔1聯15灘筋の牛

下rr、tに鰍する輔簾、山來す肌のなり。鵬　　に｛・比米だ完1融ず・肌て中｝｝撚腹面に於てtma

繍iは臨物趣たるもの舗」御畷働砒して　　に撤の・ll或礎するも・背1取於て｛・院紬る組

臓膨たな侃議育の進」歩1・伴ひ轍の獅憾　　綱」軌伽ヒ刎η駆物肘’・酬；分i揃働

岡幅脛離宝に膨たす。而して此の幽畷節まで　　瓢じて翻糊瑠により充瀬る・繍脚よ鋼，下

酪鰍1瑚脚撚濾を認むるも、胸雛購のも　獣のコ鄭畷L衡耽聯1聯≧榔附近にて鹸
のは幽蒲礎る。IL・」E　F・：　p〕腔陥入醐撫U判彪　鶴1礎する泌瑚に認樋ことが田來る副幅

をなすも酬鞘入i珠瀟呂めず。　　　　　纏鰍靴・帥纏爽・喉1軸鰯以’ド酬1認むるこ

3、魔卵後7211芋問、奄朧としては僅に縮少し、猫此　　　　とを得るo

の勅1！研の鰍として1よ酬；馴聯畷節）カ・　G擁卵衡塒闇・膨び’外景に於てi・1胤降翠

　前期Q壁卵後GO，1駆lil）のもの程後縦環節に地し大　　　　節以ド第5環箭了附近に議る迄のjl｝1背線に沿ふ，悲触

　ならヂ。叉各麟節共州il“’g1，ノ琉・1植肥厘により外方　　　突起蚊策1一些環節附近趨の氣門1；腺に浩ふ痛釈

　に鰹起し、從つて獄簿的構蟻甚だ明瞭な1）。　　　　　炎起を認むることを得。胸肢の先端にはイ垂めて徴

　外胚葉は猴この胚予に方冬て爾側より背側迄伸li建　　　に爪の塑生聞始翫認めることが出來るD内部器關

　す。各附麗膿の分化明瞭にして、憂弊の中大賦突　　　　に於ては沿餐瞥り謄との完婚癒る獅立を認め、且1

　起は他よリ秀ずるも、下緻炎起と3鮒の胸肢興起　　　　前腸中部に億に膨大す。（後英に膨大の慶査強め

　は殆ど同程度の螢育歪示し、唯F顯突起には別1こ　　　る）後陽に於ては識腸の形態1白分化歪認め得る。

　億に環笛構渣を認め得る。腹肢拠起は和々剛瞭と　　　榊組球・絹蒜腺には大なる差占‘権認むることを得

　なり、肉形に睡起するに．到る。尾部環節は殆ど方　　　　ず。最後の2鋤の榊細球は漸く合一一の形勢を示し

　形に近く、その髄幅は前接環節と．殆ど岡様なり。　　　第16節の巾央部に認めること逢得。

　肛門陥入は尾部環醐の牛又は上端まで達し、別に　　　　最後に本期の胚子の殻も著しき特徴は、各環節鯨

　本環節には腎臓管の隔入をみる。　　　　　　　　　　に背部縦走筋肉の磯生を不完豪乍ら認めらるる貼

4、能卵後96晦聞、発醗としては亜に縮少し、胚子　　　　なりとす。

　の腹面殊に胸飾以下は殆ど完成す。頭部、口器を　　　7、産卵後168時間、胚子は盤々外lli；形憩iを裟へ、

　形成すべを各突起（、ヒ唇、鯛肢、2柵の下願）從　　　　企齢として殆ど蟻澱と同様になる。沈舩炎起も充

　って各環節（第工一5）は口腔を中心・として順次　　　分装痙し、髄の前牛部に方冬ては僅に剛箔の焚生を

　集合しN杢搬として1環節の如くなり。頭部環節　　　認むるζとを得。樹ほ胸肢の爪は既に明瞭となる

　として麟以下と明か嘔別さる・葡して聯の　　も・腹肢の爪は漸く分肌得確度なり。内細r

　i爽起中鰯肢が前側方1・C向ふが如き力向に陶ふ外、　　　　於ては前陽は充分に膨大し、後腸は形態的1こは殆

　（從來唯陥入のe肪・唾けるが女【1蝋態にあ．　ど触するも・難に直陽の醜1・比して繊ゐ・

　りしもの）概して前胚子（瞳卵後S4時間）と鍵化　　　夫れが大なη。



　　　　喫　　　鐸・層綜順・難謙　　〔第＋巻

　　・・膿卵後216嚇・チ、・麟伽，陪。一ミ越喩”・，2燗・越・・鞭な棚襯・リ撞

轄鍵自灘ll鰻灘難誌1：lll∵∵
　　イ聯鵤叉胴働肋金鞭羅藷’、ぞ俗甑仙の蜘錠・・醐・制鵬・臆
　　柵轍鱒螺1戯撒鵜・1・・齢瓢職働1こも締三嚇綱・掘附
　　蹴・繭判庶也勲・江轍と脚；と嫌レ，x　t’J°

粥麓燃灘1，；櫨・羅欝・二　　2謹傳
　　脇・・耀蜘融…轟陶闘、、瓢く職趨鮫配麟工鯛編働瞭）
　　少い・腹聯5・蝋i矧三朧し臓f・脚、U”　瑚瑚レ阿・灘脳、2ト畑（1915）
　　福蹄批嚇より鯛・翫∫・ヒし衡鞭，以　繊訟蹴u、齢の購1｛1｛

　　h’sる・縮麻だ1粉1勺・・翻し伽。　　灘及び幡囎禽蹴で　　　　、

　　・職軸・瀞嚇…酬糊色、。、。　天蹴ぴ耀蝋の纐に鮒醐胞as的縢

　　肌て大紛掘灘圃1　漱端猷馳　j‘ll二喋作脇鵬5…、・s－一・・贋（ユ鋤

　　し’鞍の随燃て・湘・多くの鯛鱗摘　第糠ヲ綴2職簿の・鰺照

11・酬後・・4糊、腱・・淡く馳を紺。　　第隙耀・憩傳噸糊

ユ2謹鰍288㈱靴す・　（隙・囎臓）櫨踊繊の睡

蔑及び櫨餉鰍敵　　　　　田中義麿辮鵬…一噸（・鋤
弛田正シ式郊鋤物47・・5e”s・・一・蹟（・嚇　；持・罎品種の舳・賞つてf・T｛・なる力法を搬恥魂』

錦2章灘1欄及撒・…職　　 糊繭脈膿・する・が最・良く繭暦、；卿

天鵬及募繋際、敏、、、、）驚糠饗　凝1聯　

聯雌1・角轍鞠・噸審照　　　3，　tS態及び飼育

柞際1灘瓢一轄頁天勲舗∵、σ、。、
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第2章　天鐡　3、雄態及び飼育の項滲lil｛　　　　　　　放飼する1醒児の頭数は次の如し。

柞慧飼育試綴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　錦1齢　200－300ul’C

徽蜘乱二鶴松棘微…1鰍・5、・45－376　爵㌻聯2噸触
　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　第3齢　150頭内クト
買（1899）

機ば脚た雛騰。燃ま中・就入t・・7：　鰍齢3濁頭〔内クト

る鵬又韻刺、鞘概ぜ軋之・て齢せリ諮　獅齢25頭

購及び嫉鰹欄1蝦儲・ゆ澱灘り5　㈱日早棚踊・・轍の勲庸ヘリ・斯く蜘
縄騨2痛聞髄魏粒翠聡剛　脚聯　，くし“c　8月1脚こ徽てて鯛1職る鰍構飢次

紬，灘しあり。肌てS〈・2化9・Jlには撚び糖醐　劔「1囎胆り・

て備し調じく轍、聲瓢鞘も｝1騰し齢欄　1・健蝕蹴ジ己麟黙融d膿るるも甚しき障

蜘こ就窺辮噛襯撒なしitumeし制。　　　轡瞭らず。
笑翻及び柞鑓に就で　　　　　　　　　’　　翫即ち韓國の氣催風・ヒ1よ柞翫飼謎するに不漉當

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　聡らず。
　松永伍作大齪綜125、22頁126・5頁　　　　　　　　　　　　　 、．

（・嘲　 層　　　　　3・第2化欄の幽瀞撚鱒育「購1醐
第，章知鎚、、、態姻司育・鯵照　　温勘繊纐ならしむ翻棚調
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葉の硬化を免れ換推しo

※騰に於ける瑠と撫　　　　　蝋、湖上イ醸焼せしむる翻。
副蹄霞酬轍鶴7・鯉蝋19°2）　・、欄、，削て鵬巌曙獅斌の1螺・鋤

北海道の糠翻樽　　　　　　　　　　　愚臆瞬礁：を免るること難からず。
兄島窺七、燃綜1・，｝6，　27－・一樹｛（1903）　6、欄1塒外備舗ふもの嫡がi狡に恥燃

欄汕・於て欄鮒・独す嚇纈靴獅4建　欄裁概けて蠣鰍占・欄肋硬蝋P・
地職漁し之が鵬獅訪の群麟駿’軌妙　7、從つ磯遺僻階くは憾｛鵬三峨病に隙るる

骨子次の如し・　　　　　　　　　掛飢掬ひ・ll胸賭る鱒鄭齪す礁のζと
e・t・1。。纈1嘆す翻・証嬬の鰍珊浬るため　．“．、るとき醸曙の及ぼ辮離だ高楓之蠣

には耕に於け翻産旨鮒研なし・最も舗輪　 減する。礁し。

土地1・醐脳なり・　　　　　　　8、椥、犠遺｛輔蹴郁るもの1・・舷備せざ
醐覗…琳繊イ山欄瀦に通燭i磯　、轍、す。

く且概ね磯地にして地味劣帥仙1よ植物に漉せつ『。普　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

澱鎧砒して入・に醐ふる・と鼎砂く、土地　辮繊賓識　　　　　　
廣く、人口少き地方に於ては遡翫なる燈粟なりと。　　　　擬岡哲三　拗模報　1、2頁（1907）

※柞鷲飼育に就て　　　　　　　　　　　柞翻に就て
　荒木武雄衣瓢友職　6・8－10買（1907）　　　松下慧三遡大鑑慈ISO、37－3S頁（1907）

鯛耀鰻灘　　　　　　　　右ぱ花川氏峨貿ql・1賭せしもの’t　V・灘の飼育
　侵岡r～儒：m：i」r176、　11－一一13V｛177・21一　法・輔法・獄鱒・繰撒駄つき鰍L｝鯉べ

　23頁（1907）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たりo

欄鰹瀕の狸贈2嬢繍上果して欄に漉’t・tl　天ecと柞翻
LL・“　a’・輔鮒職せるものにして・供鷹勲　佐林脚臼己鰍2、　・、・一頓（・9・7ジ

辣縣帥・於て1’2t：　・thる餌イヒ肋齢縣搬る　鋼章鷲Ll㈱及び欝噸翻
蟻獄1，500頭なり。鯛育方法は1碧1樹の枝條を伐採し

來り舗鮒一り調1ち離3、4団・拠2肋　櫨継購嚇晋）
4備の下都7、8寸tat地下1・・埋めてEli腱し、地上｝・・　鶴ξ忠正長剛1㍑拗灘ミ協・47一む5ノ｛（190S）

抽出したる部分に清水崔入れ、1本の竹筒に櫟樹2、　　引績き朝鮮に劉ナる柞澱飼育の適否を知らむとし、

　3本を挿入し、稚翼はなるべく徽弱なる葉走有する　　聯秋2期山塁｝に放餐し興の成績を驚載せるものにし

小槻用ひ、漸次大瓦硬きものを用ひたり。1筒に　て、紬論として飼育法の大婆・翼に繍法に就ても



1t4　　　　　1置　綜’醸　聯　誌　　　　（：＃＋巻

騨に謎せリ・　　　　　　　駈の3』・肋鰍映激つき燃せるに畷亘麟
Sll酬の1乍瀦乱　　　　　　　　　刻・畢動く蜘瑛紘なし・隅韮融欄外に田ジ

　　小田宗孝　穴鐡綜　195、41＿43頁　工9G、40　　　るや家纈蛾∂如く年耐．工二に艀止することなく必ず

　一4蹟（1gos）　　　　　　　　　　或伽ζ懸諏…％勘坊z階せるものにありて1蹴箱
鯨1脳に於てはa・’1・1伽i蒲1輸て盛んなる屯、關　の醐に・髄1輪ものに削ては伽酬｝に脚

酬内i・　hA“て・慰嚇さ孝げ．イ搬・備謝・樹　獣へ倣揃加Uし撫す・
の栽聯伽つき・駄よリ閉きた襯輔・飢、働糠　3，　abiif…鱗腋

州城継風．【・灘べ畷・伽好遡ぜる劇純ること　　一L繭10曜につき1顎の碑勾賢職を知り、こavよ

を論じたるものなり。　　　　　　　　　　　　　　　　り霊きもの及び［鰹きもの・各50顎恋と卯Ll鱗li断澗査i

　今購凝油鎌すると・秋」り1囎縮’附る桐ゆ　　’1－bり・その糊踵紡は50」旺壁荊1…な臆、脛き方

ユ鷲拾ひ」幽、撚蜘】曙三り・腿鯖行ふ。tiftTififtJl　i燗［転雌鞠臆リ。

1澱講（陰暦2、胡）、秋1【与（険∫脚、10｝ユ）とあ　4・交尾i削肋蝉証と1翻吸ロ鵬醗育との關騰1

り、’・　一一般には聯蒔な｝ユ。先づ5尺乃烹6尺の距離に　　　　査

4、5寸の小孔rc穿ち、ユ孔i．：4、5粒一7、8粒　　　　寅尾噂間藷12・1S・24、36、4S、60、72時間の各

宛ρ種子を播ドし・ど時に肥料鋤砿ナことなく二1：を慶　　　　城につき産卵数蚊飼育成績な訓査せるに、雛晦間

ふoかくて播種後G、7年…と磯ll邑すれば、4、5尺　　　　li，eiが最も成績良好なリo

－O・7尺となる散柞載を放鎚ヨ嚇。5年目毎に輪伐　　　5、製種謹の種類と穴小比1i職凋職

を行ふ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紙嚢と・寒冷紗構と鳶比i【凌せるに、総ての鮎より紙

　革正：立方は根刈と中刈とあるも前瀞が最も多い。菰　　　　簸の方擬イしるを認めたリ。

樹z）承入【」：毎｛iこ1同乃』1三2向づ工除草‘≧なすの外手　　　o、澁度と」嶽卵数との關「吊制査…

入せず。　　　　　　　　　　　　　瀬【沖の湘斐GG・2。61，0、70．3、5，B，5”・Fの各櫛くつ

　飼育祷1よ穐聡ゆ羽乏告とた叢なし。繭り殺蝟ill艦繭の　　　　き産卵欺熊、飛卵；数を」：ヒ鮫ぜるに、70凌内外の温

方法は春鍛はありてば疑lil炎天に晒し殺蝋乾繭し、　　　　度最もよく・几卿化も齊一なるを認めたリ。

漱慧1こありては嚴i・塞・こ依て凍殺し、聯1こ火力産用ふ　　　7、産卵の早晩と鐡児渡1｛fとの關係調査

ることなし。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　催卵策工臼より第6日尉に羅る各日刑に飼育憂る

※浮凱の飼育　　　　　　　　　　　　　　　　　　に、第1既嬉2臼1汰卿化齊一なりしも、3日以

佐・穂螂日騨2，・7，・嗣鞭、9。S）　御ζ於て1よ靴棚なる帥な嫉穣；・k・Pl・J多

鞭幡査　　　　　　　　　晶膿灘叢錫鷲野’鋤日之に゜｛’

醐忠正長脚疏鱗報3・2r）・－2噸　・、鰍娘否と翻1・及び欝己幽、。關欄査

（19°9）　　　　　　　’　水原・鞠魔龍に蝿ヒ欄育瀬鮒ひた
工畷購刻繊　　　　　　　・1’・、　1“馬麟よ鵬た、繍雌螂硫卵碗
構畷燃棚’醐・少く午後に多し・殊e・’・’・El　搬勿言愈、灘の鞘鰍に於て詠彦頁帆のに

紬即ち轍塒よ鋼80芋醐畷櫨んにし　胤濫劣尊なり瀞榊漸鞠泌ず良触
て・獅轍畷腱し認ホ閻搬舳麟り　・る肋翻彗麗るぺからず。
ては糊する・となく旧灘〔より夜陥撒活　9、賦轍調型鎗

凱交尾欄け・　　　　　　　標f編卵肇化後敵之轍轡。
2・側鵬既法罰騰　　　　　　　　　　　　　冷灘畷εP（5濃）卿化後貯桑揚地下霊Pこ概きi鍵

一購各工。・雑探り依・燃装概雛し瀬せ　　夜の徽謝。

リ・即ち・　　　　　　　　　岡乙（5艘）同叡徽の徽紺。
報灘ヒに糎蔽鞭す・繰張腋磯き　・醗騨（61度）卵量鰍灘敵髄・蜘⑳後

　　鮪毒麗ふ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　放養す。

・倒懸繭を下方繭縣黙にて吊し謎灘融・　同乙（G5旋）同棚餓の後膿す。

　　懸徽逸渤畳り・　　　　　　以上の籠・・つき鞘せるに、靴後献方女養す
標準繭棚上方に向け駆し7t・・」　a　　．　　るのが最も贈果を得たり。’



旗號〕　　　　　1聯㈱（・1・として．蝋）文剛少録（1）　　　　　　1・45

1°講化劇蹴　　　　　、　7・撒畷燃禰・一凡・醐・飢．徽口
　柞躍の塑イヒは午前多1堵乙に昌時より9時のi；llに於て）IZ　　　泓前即ちYI，：後4時より3時の周1ζ最も盛んなU。

　も多く、夫れ以後は涙少す。ノ1：後3時一5時‘り問　　　嚢糞し雌は雄より　・般に1毎量蛾ナるこ，と還し。

　に少し磯生するこ？・朗「しども設酬・隔て少　S踊・鎧：製働囑瓶禰I」耀諮の1、騨置す嗣，

　く謝瀞融脚膵～膿にい：輔掩祝・移し・　　醐髄下加II脚て細・畑～した叡、、繭削濡

柞羅は獺何なる盆1腿を哨「ずるか　　　　　　　　　　　　　　に向1’iて吊したるも盗蛾時刻、蟻の暴動、健否弊

　侵岡哲鑑　大嬢綜　203、1．5－17頁　205、31　　　は総て同搬なり。

　－33頁　L’oe，，20－2財〔　｝2⑪7、24＿2｛1醐　208、　　　9、挿鍍蛾蜘爾外トこ鳴るとう繍の搬に決してフF面．1．

　23－26頁　2⑪9、31－34頁（1909）　　　　　　　　　　にi搬止する事力1し。必ず或る物髄に懸纏するな帝

A、柞照の習性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とす。即ち2ド置したる：もの1こ於ては被撒箱の内圏

工・欄醐靴・嚇、轍渡し鰍時，、り雌に際　敵懸皿転肌た禍の麟の．『喘剛樋支へ
　し已の1撒難飼。自防、臓はll服後暫ql勲二　胸乃蜘妨剛｛して撫・書怖砒以て・．撫i鰍：と

　し1－2時紛二1洩にしてJII、転皮殻赴食し、　X静止する　　　　なるも蝦｝は斜堰是なす゜故に2ド置碗とる場脅に：於て

　錫1時陶…2時吊J．隆初めて食棄・」・。i皆し之1・：取り　　　も必ず懸i竃1畦すべき脇所を求むる．1，のなU。

て蝕しめざれ膿髄分5脳る榊：吻1し。　10・脳繭峨・・もの劇ll・・し剣璽き糊」・駄

2、柞齪の醗l」麗渦：．Ul筆秋によ｝）て異る1よ勿論、氣　　　　り。

　灘及び灘度の高擬、飼育の良齊によuて111⊇だ異な　　11・：榊齪螂’1；白ll11iなれぱ1］ll仁婦i　i㌃：r鵬：島に概く是・嚢尾せ

　る。聡鑓に於てぱ産屑塁後卿化迄の日数は1．茎日＿20　　　ず・産卵も行はず。然し乍r日浅噴から翅な打ち

　口なれど、秋鑓では工ONド」外なり。卿化より結繭　　　　て滑i卿こ飛翅し交尾・絶卵すo散に枠㍊の製種｛よ

　迄の日数は春淵には12－50！・1、秋鐡では3ブ、S＿　　　　夜聞に於て行じ周・λぱな鄭ぬ。

45、6購リ。縮轍遡騒脚・｝撒は糊1で1、L　9勺　12・榊蝋り規li鋼l」；1『11腋？’・・’t・樋とす・三糖が

20日にして、秋撫｝幽・して鞘鷹る。　　　糊1に於’破堪嚇蹄12・賑拙6。・7塒lll樽

3、椴は唯1頭にi’j・鮪締齢みると麟1｝ll…遡　　の御1臓け謬∫騰せるに・蝋岬鰹：・1と・卿rヒの齊

せざるも、郷肋如磯瀞i・畷らざ鵬酬；の　　否・次代磯、鞭過・灘劉至・繭贈脈飛融
　鑓兜に就て其の椰血嶺誹li溢すると醤だ長き「i：数祉　　　LL｝’　7A　lt・綴時朋［繊と∫との威績：筋鞭り。

要するも鵜姐」氾ゆ。　　　　　　　伽膿に於ても縄鍛る1謝噸脚齢るもの殻
鱈柞慰は連日購天で乾燥・U・る氣鮫に捷はるる噂i震　　　良の成績翫示せり。

　食慾不振となU、皮膚納く1滑色を鎚し、共の緊張　　　B、柞鐡種力｛製燈用容器

力を減じ｛跡・噺雑」ミめ諾し己の徹す畷樹　　イ；1蝦種尉織するには・必ず鰻以麟嬢撫せね

に新葉なき　蹴地πに下り糊賢求畑此の際［際　　ばならぬ。而して事隙亟毅の翻障大なるを以て設

　雨に蓬ヨ・時は銀兇動始｝することなく食慾職盛とな　　　　儲、年数・ll受J｝1の黙よリ溺探りするを良しとす。

り、曝動活灘、皮1縢張しエL」ゆ働糠となる。　　臨｝蹄灘の材斜（寒聯》・四ノ1臓）及び大きさ

　而して降雨数口に蹴るも鑓兜は之を厭ふことなく　　　　（大畳さ6寸、，幡5寸5分・中畳さ5団の5分、鵬

　酸育1．ま良’tx－r・となるものなリ。　　　　　　　　　　　　　5．寸、ノ」、・韮LZさ4冒rj噂5分㍉iil濱・1㍉」つにつき翫℃艇沁せる

5、；怜獺は風を忌み隔共の醒堤き時・は之莚避け㍉葉婁　　　　宗r！纏とは次り如しo

　に廻り、且食葉を止むることあるも、長時醐に疏　　　1、大さ1こ於ては中位のもの謙卵；数最も多し。

　る時は食葉を縫績す。町して10m以下の風又は『酪　　　2、羽曜｝1・は寒冷紗i．こ比し西，ノ内紙り方薩卵叛多く、

　蓮の雨では決して落下することなしO時に落下す　　　鷹附齋一一1．こして」贈」、欺り。

　ることある竜之抵抗力弱き鴬に非ず・偶々瀬兇が　　　3、酉ノ内紙のものは雄冷紗のものに比し卵了酊に鱗

　胴1を上げ或は糞の上に乗りた笛『時、不窟に側樹よ　　　　箔を多く附蒲すれどもゼ飼育威績に於・て1ユ糎過日

　リ風叉は爾滴を受け瓜硅せらるるに因る。火イ牟鎧は　　　　数・｛鰹最・匡蛎質共に良好なり。

　烈しき夕陽を忌むものの如し。　　　　　　　　　　　4、総費の脚iにカさても紙は嬢冷紗より安俄なり0

6、柞簸『を飼養する葉は濃線を墨し、肉厘くして壌　　　C、：｛；’iikC蛾の熊卵と1雁度館鷹卵の早晩と飼育威績

軟なるもの鰯にして・湖こ繍顕級にして肉　　瀦はイ・乍鋤ゆ灘堀鍍の高低との關係につき

薄魅のは不良なれば之聡む・　　　　　｝試瞼せる糊踊眠70、66、61、5鍍鯛鯛に於
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1ては細鼎鯛撫ロ・燗なれども、酬躯　　登薄素　1価　　゜・㈱
HNよ螺2四と次第に浬澱し融の獅騨は　漁繊・＊iii　S・9；］3　　13・・15，3

蔽の高、、ものよ砥きに1楚つて少し。又醐ゆ　　湘縦白ts’t　蜘S　　醐5

藏911鉛i轟度の離1脇く低きi砂L。伽鍍　　次　分　　0・49S　　O・77・t

の離1、蹴；1靴も齊一なU。　　　　　　繍削糟　　49・r）　　枷
瀦は更に階卵の早晩と獄膿育とのr辮鰍瞼　　秋欄飴　　9／1・s　　　局・S

せるに、獅口目より鄭聞にヨ三る葡翻嘔に　巳IIち良葉！・肋成絢瓢にイ映葉減に優る・伽阻1’ゆ

於て蝉聞、第2暉・瓦のl」・殆ど1日間・囎　塀貢の一・舟炎ll獺察・髄・灘yE・鰍鰍鯛腱

　化しkるも、3日団以後のものに於ては順次卿化　　　・！とり。

　不齊となリ、！iL不酸生卵を欝加せリo　　　　　　　　　柞澄丞飼獲脱綾　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

肺紹猷第1・鋼畑蝉F…噛郎して・H　鶴1糠E鯛樽翻鰍1｝、219－2頗
撫短かし・榔｝・瀬1右・於て櫛翔肋もの　（1909）
最も良好にして・餌阻h第3日n・獅聞　本勘、」jQては＿1牌刺，KX、r。・、ft・1、e3し、棚ゆ鰍鳳

の町融・不鮭なる・之鰍りて伽銅綴の　、」，との騨，淵満1し、欄眺徹瀞羽、期輪L

隙第珊肋ものよ螂細周妨胸・3　El　齢嫡磁脚、期成績燃櫛1脚之聯蹴
　目以後の麓卵を飼撞するは不得舞篭なり。　　　　　　に掲載せり。

D瀬繭の良否と脚Ztrびew畷育との關係　　　21“撫！1・は1go9殿に施徹るfi，li果磁ぜるものに

糊ば醐齢虹娘：・！一；と醐敗び鵬三鋤との［1｝」　して、構l」、水脈方辱て簡駿舳の細鯛ガ・脅L・9．5

係を鋤せるに・不良齢1柳議鰍湘勿論　％を胤、秋撫58忌％、測1鑓励欄1腿に於て
灘の幽敵ζ於ても蝋1こ胤濫に劣糊・　IS：37，2％）al添U・　1）。已防嚇地励・閾臆ず瀞

1・コ・・麟の卯靴後餉食迄の1】糊と嚇嚇臓鱗腎芋　秋廻、難上酬なり騰ひ御。制欄鱗flゆ

　刻　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　注意黙項をも結論に言巳述せられたり。

翠繋瓢犠蕩劉纂1濃雛糠嚢儲　天欄に就・1：　　　　　　『

イヒ雌納、髄聴夜の働文臨・鰍後腱　撒糊鰐｛蜥L’8”，・75－7G照916）

の姻鍛賦麗稀タと議肋緻護融　策助こ燃4・購纐翻
態、麟、繭騰に於て、畳く放硫せ禍の程悪　天搾酬二就で

　くi又高温に置きたるもの程悪し。故に柞獺蟻は　　　鐡講」民締所豊科皮所　綴新2S⑪、　CS－7δ買（1｛鵬）

　卵f，化後直に放養せざるべからず。　　　　　　　　　　　策2章　天罎　　3、生態及び飼育の顎滲llζ｛

欄の麟の1欄につ輔閉齢粥果1パ醐5　柞謙用幽の観
時より9髄の問に於て最も多し・　　　野灘1・浴騨蹴噸（エ9・7）

耀騨麟比競議一　　　　　構欝ド・1として糊・隙萌勲るを報じた磯
　宮漂忠職　長岡哲蕉　　拗漠報　　4、11頁（1910）　　　　丈なり。

試駆撒鋤し・　　　　　　　　XSC、欄咽育蹴で
良鄭1罪靴より欄鶴葉齢與す・　　　剛岐メd［1舗2S7、89－90頁（1917）

不良難同　　不螺辮輿す・　　第煉天ew・識鰍醐育顧獅

瓢購激諜灘織薫懇欄纏力翻鵬
幾舩灘帯藤醜くして購硬なるもの…1）。　翠山生鮒2gs・13s翼（191s）

禰鰍蜥獄の如し。　　　　　　欄卵の採職に付騰せるものなり・
　（抄音註、樹睡名不詳一一原文なくrN績抜華よリ抄　　　柞翻飼育試瞼

　鍬せる鳥）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高僑俊　寺「日茂七　　關鍛試霧報　　ブく正7年度、

　　項　　　口　　　　　良　葉　　　　　　不良葉　　　　　　100－105頁（191S）

　，」、・分　噛・・g、681％　　・kt，095％　　柞翫脚囎内1・於て髄せる糸繰を制齢り講



第二號〕　　　　　　　謝織獺（韮として野猷）丈獄抄徽1）　　　　　　　　14Z

試験及耕調奪を行ひたるものとして、次の項日僻氾　　の酸育に得っものなれば、入爲の加ふるもの蕪だ少

辿せり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しc西而して耶鐙徊育Jl羅凶の依つて岐るべき事項は

　稚蹴飼育法試瞼　：放餐欄種、L擢嚴との礎育關降試　　　1、鳥凱ゴくは食晶昆漁による被捌3：撤力之を防」量：し

緻・糊翼飼脊1卿ili鵡敏、石次米1鞭fの夢1轄撒防に及　　たれば、みヒにより本躍1三の！幕｝i凶靴左オfする如料㍗穴

ぼす数力試瞼・肥培側1｛1，擁無肥料飼｝ドトとの鎧作に及　　　　の影簿惣ヒぜざりき。

ぼす聞係試験、飼三雄樹に寄～kするF！！」黙の排泄物ゐ身丙　　　2、．、、種の不良、邪種の：1医扱によりて來たる影尋撃も

‘1・との聞Fl試駒汝びfl置lIlこ寄生す’”1；：撫ノkッ：害1’、｛1　　　濟11↑ト、：最韓の：尻1｝l　l，！，1して之が除撫i’二務y，たれぱ

調査。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　之が匹rFによUて艦果に不良膨邪な及ぼし・たるも

柞羅飼欝試瞼　　　　，　　　　　　　　　　　　のとは思考せず・

講欝灘謂辮　1嶽1聯黙1㌦1総1・鍍雛野一一
蹴せるものなり・　　　　　　　　　　，1、難上よ嫌たる挨ソ1彗iよ野外飼育の酬義にあv

潮の耀蹴て　　　　　　　　一C　1：k・人加孤・ご献姉∫とけ祝舗巨1げ。然
　野　澤　　鶴　鯉斬　29Sl　，1（！4－170買（1919）　　　　れども當1り｝にありては篇ノヒ昆歪1五は被織要だ輕微F：

満洲野鍛公司に於て赫：蹴飼料として1懲li職以て飼宵　　　　して、殆んど興の害翫認むる艮孟なし。　llf（iだ氣候、lr．

した成績を基礎として、（：1）組羅早きこと。（2）鳥　　　　の適否は當所にあ1」ては最も館大なる結果なもた

簿、蹴欝の少きこと。（応｝r，）牧繭率の高きこと。（4）ti｛　　　武，し、器澱にあUては梅爾期の冷？9！k、秋澱期にあ

1椴の節約せられること。（の闘酔伽多きこと。　　リては初秋の供凶ζ喉幽卿1に於ける｝棚ζ多灘の

（6）解傍良好なるこ1と9（7）繰綜徽多きこと。弊を　　　襲衆は最も恐るべき褥病の！｝葺囚となリ、野瓢飼育

論遮し、そのイf離なる売張調せりo岱藁柳‘O分希、　　　　に絶滅的の打禦を興ふる亀のなり。勿論熱候は年

栽植法、興他醜柳による飼育法の概略についても蹴　　　によりて多少の墾化あり、寧年の戚績逸以て一般

明せり。剰繊飼料として：’2［望果樹も糊肋購情1．　　矧けること鯛まざるも・大iF．・7・S年の野澱飼

げ得たりと併詑せリ。　（JJiり1：工kユ礎鹸）f韻躯柳Z奴ノご他　　　　育の蛮績に顧み、更に之i㌃泓象捌測の輸i∫果に鍛み

」り柞舐飼料の化礁分析結果（満鐡中央試験駈）も韓　　　　る降手は、確かに當所は野鯉飼育に不適なリ・』断じ

戴せリ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て腿な琶ものと儒ずo

災簸及び潅露の飼育演　　　　　　　　　　　　　　　　野罵飼欝調査（1）

　古灘介一一莚翻301、657＿65畷，302、75　　北島鋼1…古野健誕「・1二田同報　10・9・　・1－111買

14－〒5S：ぼ305、1074一ユ07鍵〔（1919）　　　　　　　（192：3）

第雛ヲ繊3紬鰍ぴ飼育の囎照　　　ブ郡咋長野綿・縣郡f鵬桝方糖・於て・1欄鵬

天鯉に就て　　　　　　　葡一・偲を隙匹輔棚こして・轍（5脳

醗噛 ﾂ燃晒噸（19・・）　　1濃是｝蒲翻恥蕊麗1徽票

第障蹴S・馳の嚇照　　　　，．鱒鰍灘螂賊せ・．慰の繰燃歓
野翻詞膏報告（2）　　　　　　　　　　　　　　　　の如く維論せり。

北島鎗雄上1胴，艮10、111－122買（192；3）　i、漣ki㈱1を今少しく早むること。綴覆は6胸

大薦7年小縣郡傍陽：i寸に於ける界秋2同柞齪飼育を　　　　旬卿化を初め、浬きはG月下旬に及ぺη。常地の

試みたれども、爾同ともre’　ltしき成蔚賊雛ぐること　　如く地勢高糊民測髄：【：枷ζてもs企葉樹の1隈兄

を得ずして絡れり。　　　　　　　　　　　　　　　　飼育に遡せぱ5月下旬よりtl月上儒の問に卿化せ

　之が原因について考鑛し、著膏は次の如く軸論せ　　　　しむる様に取扱ふべし。從つて5月初、中伺に胴

り。　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　化産卵する様慮鷺すること肝要なり。木年度にあ

署粗1：嬬潔候1棚虹醐て1綴飼育の不適地と　　Vては蛮児噸育瞬襟の硬イヒに伽まず・荊畷期

なすものなリ。共の天欝司育に不適なる甲釦．げL　　に於てua・t’C粗硬の葉を食しft　IJ。加之t：i“　i・LI！　i・：あり

て明かなり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ては柞識は鎚性して1化となる虞あり。春㍊の遊

　野慧瀬は其の名の示す如く、醗クトに放飼して自然　　　益逓延する時は結繭時期は7月下句よリ＄月上、



148　　　　　　　　　　　　　翻　　　赫　　　服　　　難　　　器　　　　　　　　　　　〔二嬢・1噛岱

　　・殉に嫡。s月以陶・結1搬渦のは恐らく2　鍛繁靖L永齢偉郎鋤鷹寿識10，エー　pt　；114

　　化することなかるべL。　　　　　　　　　　　　　　（1927）

　2v冷灘の害　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柞鑓の種繭を厚く加温し（2月乃躍・1月）典の01域：

　　秋鑓に蜀し最も恐るべ費は5齢）VJに於ける冷灘瞭　　　冷所にlll二燕すれぽ納々永く保存する宵』得。両して1｝1．】

　　η。鎧の熟期に際し「yl：恩rl、にして爾天納くi1無は膚病　　　期の永き｛コ：4⑪口に．ミらしむること可催なIJ　t？1比間に

　　に冒さるることとなる。数に當地の如き氣縦低き　　　於て母：蛾の検礁をt’：分に行てト得ら娠，

　　二1・地にありては秋懲け7月下旬、瀧くも8月5、C’；　　　定温器rl喉1これば繋0（：〔1）の拙け芝にてfiO　ll前後iセ以－（：

　　日迄に卿化せしむること遊要すe斯くする時は結　　　鵬蛾すo叉岡澁度を以てすれll琳獄lll卵lr：　10　III　l　i乃三↑ミ

　　繭は9月ヒ伺に始羨り、浬くも9．n　ril旬に【」：杢邦　　　11日「1に渡蟻聴しむるこ、！二遣1鰐o

　　の一1ヲ湊をみることとなる。　　　　　　　　　　　　　康卵数及τノ吊箆卵欺態は火11鵬i年、蟻1，回は最侮瓢

　3・鳥　　害　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S職にして、最少1”粒、年均1蟻産1’1山よ：【41，3勲鍮

　　野瓢飼育上最も重要なる｛よ烏類の襲撃を防止する　・り。禦2圖の；訊騰蘭1：⊇ド均1131．9粒、胃｝1胸はコ80獄叛

　　ことなり・ゴ齢有漁る方7」？1・比｛鵜の撒・次で　り。プくIE15言ドの1柳撫1：71巳」痴胱鰍と釧砿最

　　威銃なIJ。當　に於て最／も沼三意すべきはカケスに　　少12、ンド均I　S：3，6粒力：り。1！嗣r戯年に於で1、1：最多ll｛》9

　　してtS；とに次ぎて一1：：　7e　1ホト・ギスなりΩ　　　　　li：，X．、最少コ獅、：’ド均224・3糊なり｛㌔

　‘t・凪　i・lli　　　　　　　　　　髄1耽：、輔、の…伽蜘1：．の湘a）・2　r，t　l脈はブく1幾

　　繍ゆ懲峨に関・：腿しう謁の嚇蝋i・1訂な　脚机鶴ものにレ㌘、4ゆ從紛川融：脚1】耀
　　り。殊に稚姫1期、男・七眠期に於てむ1瀟1児は振り飛ば　　　・・ドす。

　　されて驚下するものの如く・…夜1こしてエゆ1娚義　柞翻二關する調査

、1姦繁葦る゜　　　　　　　　四川久撒置琶｛彙・・ト噸（・勤

　　精駄灘を川ふ、時、よ、，、齢聯，。病壼、現　翻は鞍北賓1議州Fl撒囎1’t：於て得た繍よ

・1繕縫｛畿∵1凱，繋騰懲撫1謝轡
，愚：て雛鍵驚鷲蹴墜蕪轟灘　拠項・，tgiil．“．　ii．“k．，，，ii藤振　講奮

　　よると云・も過「詐にあらず。簸種の良，否は頼繭、　　　穴さ｛粍｝3．3　2．4£．ve　aO　2，22．G12．21．S　2、01

　　稀卵の保護坂扱の如何によること大なるものなる　　2、幼無　各齢の盤色を詳認す。僧環節、胸腹脚、

　　も・張醍轍つ細多撫るものなし。　　　　禦、鱗㌦長私小轡1ζ就て　腱せU。翻：
　匹食肉昆巌　　　　　　　　　　　　　　　　　龍長等に就て調査し（牽、秋）、卵の穴なるもの

　　クチブトカメムシ曙搬だ多かUしも・蟻割：堪　　より出た幼鐡副・塙膨）より男靴したるものよ

　　だ少かりき。疋振蜂は當地附近1こ棲息せず。　　　　　　u大なるを認めたり。

　瀟洲の柞羅　　　　　　　　　　　　　　　　　3、蜥及び繭　蜥の磯色及び繭色、蜥の髄節弊に就

欝論繍・6・－32－G5黙叢灘1難；謙管の大さ’

柞舗に鶴る鯛磯腱獺とueee・u・eの蘇　 ・、脚瑚；1・化迄、糊・・湘（23．1度c）、秋

　附麗卵野及び農卵朕態調査　　　　　　 lra胆1⑪口目（27．3度（〕）
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　2、甥化より粘繭叢大難ありて・春聾謝ま早きは42　　　力蝕裕あ11。故に鑓柳挿木はll∫成秋期に鴛ふ方有

　　日、晩選は4S日、秋鍛は駐琶は35「1、浬きもの　　　　利な11。

　　は蠣腰す・　　　　　　・麟構鵬止臓試駿
3・繍よ珊腱穴繍度にて獅日塒・秋　II・　す鞭鰍翻滞¢膿灘績鰯欄1，、£

　　8日6時・　　　　　　　　　　　　．．388頁（19鋤
’1・繍より隙迄畑2轍て・1・7　［，1　－2L）　f…1に　、、。，、。。へ，。糧繍，蹴肚Zix、r一入り

　　して・囎又は19暇も磯1鰍・　　　・蜘，継、而∫し癩澱撫側＊ll．劇ヒ砒例
9、眠性　　4眠するものなる迂、榮播不良のll蕃は5隅
　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。

　　蹴麟　　　　　　　・、軸鞭化灘く食ド容易。じ，謝も臥、、
柞翻の飼糊嚇て　　　　　　　　　　　　　締繭齢1邑よく、繭も穴駅、繭髄園汰制曜

　湯川発夫　艇藍鋤物　3・4、279一壌S5斑（19；；1）　　　も死籠｝爵ll多く、焚蛾歩合も甚だ低い。

　満鐡饗訟業績　熊橘就篇　341－1；42rf（191；3）　　　　3、細謁総・r．の照ll口：りJi，L　’ご最ξ、安をなる糊料は上記

柞瀬の飼料として一般に知溺Lてゐるもの1之ヲ・ラ、　　　41種に於てはツ・ジとす。

カシバ、クPtギ、カシ及びキヌヤナギ蝶欺るも、亦　　　　次に綜繭111としては藁柳はオロ當有蝦なり。

鵬…繰脈ても鯖1・櫛騨知巌ゐる・　激期欄醐磁繊騨喝

難灘灘覇難lil講蹴燃∵∴1：1：

1難1撫鷺聖1・謙苧驚懲鷲潔丁縦1梯灘
・轍し。礁轍懲鮒、てゐる桝科刷料　”・ク蝋カシバ麟賊績不良繊
に劣らねく獣す誤他。。シ．。．ウズ，、岬。　飼顯肋融司1漏挑灘さる・

ンザ眠…　v－・ウ・・ミヅサ妙戦飼＊ll・とじ覗込　密ma二mue内に於ける天臨柞醐料と詫の知晃

あると考へらる。襯版見て…椴・卜科以クh硯込のあ　　湯川秀火態動物6、1、舗一4煩（1934）

るものは薔薇科及び樺木科とす・　　　　　策2章天羅．3・生鰍び飼ntrの囎照

術構の儲とし葡激るもの1…ソこ詠嫡　天撫び鷹鵬1、關する識

繰繍驚撫灘犠瓢ぼτ磐篇　岡騨機欄試彙・6（…の
脚認キ。ヤ。ギ。鰯、過ぜ繍，襯榊　節辣耀3・煮脚熔齢噸繍
の劣礁襟占籾。然るにh勘鑛駐蝋物劇欄程　天臨柞謙礪1蹴て

硬化することなく、今後の研究によりて從來のもの　　　岡鵬朝慧　蝦新506、50－5｛｝頁（1935）

に比し更に良好なる飼料を見lllし得る可能性あり。　　　鐵21磯　天蹴　3、鷹態及び伺育の項謬照

天翻、柞羅飼育渋の大憲　．　　　　　　　　　　　灘洲に於ける天柞羅

　赤沼治男澱新473、9S－101頁（1932）　　　湯川秀央鍛新507、35－38買（工935）

第2章天鍛3、翫態及？sr飼育の項1参照　　　　策2箪天獄3、‘聴数び個育の項診照

藁柳挿期獣瞼（昭2）　　　　　　　　　　　　　　　　柞簸の飼料とLて繰及び藁柳の比較試駿

　満鱗農鱗試験場　溝戴提試業績熊醤城篇3・19－一．　　　竹馬備　小1：i健一　關農試時報　5、29－3碇f

　師0頁（1933）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1936）

1、歌播は（11月初旬）、辮挿（4月初句ンζ比し活　　　關束州海鼠山鐡場に於て大正13年に栽植せる櫟及丁．t「

　着及び焚育良好なり。　　　　　　　　　　　　　　　　藁柳IC就て、其の糊料的佃値を試瞼したる紬果、藁

2、秋挿の期聞は10月上旬より11月上旬迄約40i二1問　　　柳齪は櫟lllilに比し鐡児よく褒育し、澱鍛歩合は年均

　春挿は4月上旬より下旬迄約30おi間可骸なりo　　　　に於て前者69．5％に鮒し後者け87．3％、杢繭重に於

3》聯期ぱ他の農耕上努プ踊母乏するも、秋期の方勢　　　ては耶均前脅は2・07匁に鮒し後者ほ1・29匁、繭暦蹴



150　　　　　as：　綿　學　難　｝誌　　　　働’霧

【ま・幽瀦は0．・枷。盤重し儲は0，・蜘、して、剛・　吋桝よ鰯醐柳隙伽・鷹豫撫じC・欄

も藁柳戯の方優る。岱1粒繰成績虹繰綜成績を示す　　　に寄生する一種の線贔に就臨講演せ嶺もの’ts　“賑

欺の姐何親櫟1歌上巳し藁棚肋優る蜆る。　之に關する1｝棚輔院力｛糊にf姻剛釧ば蔽
　　　　　　　　　春　　　期　　　秋　　　期　　　　赦此廊には省略す。（荊倣に轡’iミする覇ll繍細ζ就゜i：’：

　　　　　　　　藁爾一葡砿　露漁ll　　抽撒提1誠研時19（1937）闘ll．）

　綜　　　長（同）　　541　　451　　846　　752　　柞鷲に需畿する魍小胞子鹸姻No陥ma・SP・に就で

綜　鞭）°・33°・260・57°・50　大島絡ε1瀞2、4、・匡35－4蝋（1蜘
徽（鼻一ノリ4・5エ4・294・974・88　欄に融する1灘融、；、N・欄欄・1・燃，醐

　th　　縣　　飛（匁）　　　　6・72　　　5・61　　　10・70　　　7・59　　　　　NoselllfL　1）OitibyeiH　「こf既・ごE・｝；：b｝IJ：馳　ス勤1蔦1醐星、、℃？1き卸｛璽

繍嚇鵬分）1・482・192・12°・・40　籾けるも帆。テ。。，・の勲蝋鰍”、・β・
で駐稚獄期藁柳・月ヒ齪櫟圃の各頼成継は・終安台！樂発以　　るもの（プアンetr”アワジ’r’　一　v．）螂あり。志微欝

て鵬した棚合砒し鰍良’llT’なり・　　　して繍湖F鍛砿、糟と・ゼ・岡・囲佃

　　　　　　4、　病　　　　理　　　　　　　　　　スと1よ種々’taる蹴に於て異実17る鵬がsnl明せリ。概｝乳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、柞錨1の微粒：・r一の”包懸「・は・侵さに於噴諺く瓢の場含」：

芙耀の鵬　　　　　　　　I」、＄11S。曇柵瀕、、。

tv利鎚…佐久良1・38…40買（’1917）　2渕轍琳酬｝股柵嫁勲胞劇ヒ喩・黙

第蹄購蝸靱の購照　　　　　短い。
天翻、柞翻の微粒子病の圏査　　　　　　　　　　　　　　　　3、紹i；1的にも辣射にても神羅に毛赫灘・ナ篇轍勲學iJ：

農瀾麟購10（1919）火瓢縣330、57　艦に偲染せざるも銀勲も螺耀剛糠す。
　－5S頁（1919）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜥くの如く柞罎の轍粒學はノ・Lt　f“・　il？　一一1∫イか．礼彫

第2章　天i齪　4、病瑚の項謬照　　　　　　　　　　　　同一種であるζとはないのみならず㌦他伽戴鰍ノゼ

蒙鑑の膿病及び天蹴、柞鯉のアンズ病に露する多角　　マ騰に就て比鮫して見て姻噸と岡榊鴇もゆ藷見

膿の蘇　　　　　　　　出牝と脚・ず・脚こ辮はノ鯉脚…繍瑠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むべきではなからうか〇　三三　 宅　　Tl了　tits’　穴澱糸糸　　341、　50－51買

繍329、76・頁（1920）　　　　　天構幼闘内1こ於ける躍雛の爾
第2輩　天鑑　4、病珊の項滲照　　　　　　　　　　　　　　rP澤利罵期　獄要　2　v　5・7⑰一73買（駕｝S：1）

天耀の穣麟蹴て　　　　　　脚章繊‘L，Y・寿勘幡照
　北島餓雄　大駕綜349、29－33頁（1921）　　　蒙鍛徽粒子・柞置微粒子・胞苧の傳染力地鮫賦職

第騨購4」1瓠の囎照』 @　　　池「・磁馴1大聯撤99・昼：踊7頁（：㈱）
天鱈及び昨鷲の病審歩合に就て　　　　　　　　　　　満鐵凝試藁績熊醤城篇1；3：｝－3：斑f騨3わ

、1鵬銭維蹄336、36・－362頁（・92・）　ユ・獺燭して瞬1…灘　嗣包靴鰍”」震・撫

策蹄鷲4、棚顧潔　　　　　満ものの如し・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2、層言灘証こ蜀する雨∫隈粒『多1泡子の｛卑ξ農ブJtこも霧舗婆あ

櫨血球物光獺　　　　　　　り。幽鰍嬉魯の欄℃．、IS添蝕濁熱恥電曝
石渡繁胤慮鋤物1・3・4（1929）　　鑑微糊包子添食との焚轟撫織殆胴樫にし饗、

醐鵬刎峨中には大小の光欄鮪し・夫t’・　t“・　霧く鵬雰好の撒。細るf蝿冬加、繍嚇慾

雌珈球脈覗ら杁膿勅多鱗と則府　　鮒榔鰍ざるも議舞綴の瞳鰍鰍鵬胞｝
ダン皿によりよく染色せられ・捕餅n胞には穂々大　　　顯微鏡覗野llこ覗はるる欺態より見て、鼎し家灘徽

形励斑して塒燃槻期ic大小の汕斑して　瀞が欄、、翻li“．bしむ鵬離於凱“叫繰
磁し源融球では多く小」FfiN　1！i」　iEしく灘し・　無櫛嘲く、・肋病職も鮒函なη鵬llけ，

小球纏欧も勧て小さいΨ1脚囎帥る・斯く　3調批t，ても鰍糊・嫉測三物蹴轍筍

の如幟繊㈱と醸腋蜘ζするものなり・　灘に添鯉る捕1、綴幽紬鮪備も、癩
柞慧に寮生する線轟に就て（豫報）　　　　　　　　　　　血歪替へた場公の傳染力は皆無かゴくは極51ド貿撫溺

　石　渡　繁　靖L　動季勿　　41、4S9、368－369貢て1929）　　　　　　録リg
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4・雨徴粒子共寄主灘1発死微のL麟［腋による鏡荷｝ζ　　　（2）書　　烏

　胞子を認むるは大約2週間後にして・乳｝1脚胱輝　　　　　害鳥は多く器盟期に襲來する。典の三｝三瞭るもの

　巡する時は杢鏡πllに無数（む｝胞予を認むる甥削守・。　　　　　は次の如し，‘レ

5、嶽微、柞微共に添食難クε齪の埋鮒：1翫の鎧榛の際　　　　　　ムシクt！、’1鼻ぐ、ピンズイ、カシラタカ、ム

　其の偲染源が家郷：微｝錘子なるや柞置難1粒予なるや　　　　　　ギマキ、スズx、サ、N・’：

　は顯微鏡下に齪別することむ得さ切き。　（供試添　　　　｛3）Ll．1：・仙二1；：獣

　食胞子副り］瞭に醗1別し得るに拘らず）　　　　　　　　　lll；し、山猫（俗粉）、野犬q【：iv：獄ご喰害す）

6・本試駒は爾御｛㍉ヒ子胞子が同腫に隔り隔る；ものなる　　　（4｝病　　害

　や否やを融1見せるもの1こあらざ笛が故に、明荷il　　　　ごし、徹粒子病

　に臨宛すること撫「1：；yる尋・・試腕成績の看i冠園内に　　　　　b、膿病G：㌃巣鞠1；：・浴磁老虎ソil‘～二琳す）

て云へぱ頒軌労へ侃・・黙1當塘はる・　　　　へ語畑糊吹・1ビリ融榊塒？の㍑1ゆ畑こ

胃液及びアルカリ液による輝澱礫病垂角騰の清央　　　　　離る急性軟化ll弓あリ゜（’隅層千の烏燗病と唱

」Ei渡鋏胤科農14、轟、・〔・．蝋19助　　　ふ賜の｛「エ：本病の如L）

欄幽肋多㈱は獺鍵職凱1棚己のi讐液1こ依り　n・鱗1の伽1確覚

囎附るが疎糖言鯛、蝋灘るも。で鞭　（1）醐q制解・麟ζ）・・騨…ハ幅
イヒ綬くる猟肱し副は署1輔謙するか獺　　グリ・ヒ粕琳ガ煽シ
の纈罎にするにより榔・、。伽影鞭刻るも　（2属建柳ヤ岬騨榔戸・ヒメビ゜…甥

の蜘し認鰍副繊の膿巧脇鵤酪喉嘱　　福シ・！’いムシ・骨ギノ嚇・弼『ギλ
㈱搬姻覗勲四液嵐脚？朕す。」・〈．T、・，　　リノW・？v　1）イ「いムシ・キバラがキリ・

カリ灘鱗の辮ある多細の溢映する徽柵　　アシク瞭シハムシ’・Y’7シ功ゴ緒フカミ

曲・の撚の激叉鱒糠壕鞄の燃の激と剛淡　　キリ’・アブラムシ

7X”と思はる。　　　　　　　　　灘酢蹴の徽鮪に就で

継の膿病と天柞瀞艘病　　　　　　湯川秀ヲこ麟5・9・50窃一獅頁10・58

第饗響∵繍総1洲4s鰐）・翻膿1％，鵬＿辮一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るo
野鋤こ關する審敵　　　　　　　　　　　　2、右講嶽り出つる胞1臼．冒臨しして幼翻肋他の

　滞鐵邊劉献験場　灘跳11匙試業績熊醤城篇321一　　　趣轟寺i菰欺駕瞭す。

　3賜頁、（1933）　　　　　　　　　　　　　　　3、’嫡舗倉に｛Ll瞭せ翼、の聯181繭箭に多く脚Eす。

塞場に於ては野鱗に聞すそ圃澱1ζ就て日下調盗中な　　　4、5齢中に礁童1腰ひ1、の1烈じの｛、ll：結繭イヒ蝋し後有

れども、1933年迄に知こ、れたる罵、のとしてi爽の如く　　　　灘叩を生む。

認載せりΦ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5、伺育＄8　s：反牙疑使1目すオしば｝！1然胞子を依存し、典

A・野躍の筈敵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘り偲染興り長するtLのと信ず。

　｛1）餓　　筈　　　　　　　　　　　　　・　　　｛1、焚冑中の降1・百測ミ病のfl三こ染を助長するものと思

　　tl、聯霊齪に加鰹のもの　カマキリ、テントオム　　　　はる。

　　　シ・カメムシ・キリギリス・クモ・アリ・～’チ　灘恪地麟灘の欄輪翻蕊（IU3　ilir：3－6）

　　Il、秋蝦に加／11のもの　　キリガリス、クモ、ア
　　　リ、オサムシ　　　　　　　　　　箪噸司雛子醐試験（大1’1’　一昭2）

　　、，、典他　　　　　　　　　　　　　　第二次圖　　　　　（昭4）

　　　多側三緻腿一伽・よ　1脹籾ブ鵡共魏許　柞雛瀞の鱗醐と櫨磯育に關す獄瞼
　　　　はlp，1likなり。　　　　　　　　　　・　（昭2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　衛識一安東背後地加r耐繊財階櫨・・L’・t／，　欄講粒子と蒙灘鞭子の簿染力異圖に關す撫燃

　　　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭5）

　　　蛙・蛇一安東背後地ワケ1融こて【よ相で1轍看撃する　　　満餓農虚試験場　舌！脚i農試業績熊褥城儀午｝322一

　　　　由なU。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　334資（1933）
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以上5論丈は何れ亀釦塒餓農試報で，・號所載、満洲柞　　　　aノ，な職むと肥はる。　　　　　　　，

翻の微粒子病勲共の防i冷法に開する研：究にlii・渕に1艮　　19、無iiり1襯を炭覆飼、㍉・すれぱ初代のみはジ丙三」u　l窪少き

告蝿を以て雌に｛・Z鱗・踏略するこ昆・ユ1ユ。　斗、代翻輪るに伽激」曾す。

藩遡耕乍謹｝の徳粒畢撲i颯：莫の陽除瀧に關す巻轡ド究　　　　　20・徴粒”」…の紺lrl的偉梁力は相マ：湖醸｛掩ロ。

　湯川秀夫池田頂Silill／r，1；松ホ誠一・郎　満1伐農試報　　21・1；協1微粒子と家無・撒率疏子の形態は酷O’此暖鳳も賜

　35α935）1瀞膿、，1く鰻績熊舗鍵篇32磐一33・頃（19　　　種と1慰はる。

　33）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22、．」鑓瀞：に甥し枠lll｝／微粒子は憾こ染力霞：宥せず、柞宣1：｝t

満洲柞鑓の徴粕」卯3につき研究L、更に興の防除法　　　　に封L謹凱微粒子び）偉染力は扱めて｝i｝誕弱癩η。　、

に關し期樋蹴身，・冠た服の’tn　D。　　　次に柞鰍粒子病王敷1脇伽ζ1搬麗～脚拷蜘大
工・浦洲各地の柞鋤書・11「！跡一50簡器蹴1ζつき病轟　　婆を抄録せむに・ネi獄に・母し・て霊・億蛾槍査によるりトlj

傘を　職し．たるに、0％．｝、り90知歌胴脚＿　轟ぎ・・防法　服iも珊L酌纏肌ド御’網：；・：鋤騨

　30％に，［：る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雌なη。著豪側二ほ折三課翫【・総｛撮1と異なりli焦髄お蝦灘に

職繍駄吸総！∫として衷顕・嗣劃硝、。鑓　’曙蹴鯛、ミ剃蝋鱗撫蝋の詑照概に」：る
　イ頃向あη。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lll鳳｝1の澱定濾霞・彊：唱せロ。

3、蒲轟率は聯猷よηも1秋鐡：に多き傾向di．，り、之ほ　　　典の方法は柿1自娘日の中よη1％内外・η繭i窒：鍛取

飼榊嚇雨圓卿扮布とif，I」・Fc；深舗途に伽】、る。　リ・虫㈱に飛撒のYl糊総燃1・・當分。一邸

4、嚇靴岡一ゴ　棚、て椰Wi勺曙異柵；怖る　のもの姶禰備とすれ賦際融媒緬リ扇・げ

　も」國敵大肌て妙iF、リ。宏蹴嗣。遍璽i　と・齢仙漁綱融L峨換・㈱：1覗すひ働勺

繍原羅の竜の1、．11・」、病・赫一般にeJFい。即蜥　臆鳳壬栄卵時賦欝に・・舗腱せリ・　1

　しき飼育地に少きものと惣filit　Lrるるも、匙が蜥定　　　柞離微鞍子病検麗の…需強

　にiよf鱈；1糧沁る藁龍的1臨壁を必要とす。　　　　　　　田中識月1苧村」緒暢こ郎　日霊聡～7、2、166買（19

5，罹病率は騰躯多少痩小し髄重達澱じ庵卵数を澱　　　　3β）

ず温・鵜は齢て纐1吐て健艶剛し能　著靴之・綴微欄・欄跡瞬疲勘撮して蠕伽脂
はざ磯合が飢・　　　’　　　伽齢は励法燃・E’NHJ．自II蝋峨礁・襯

6・赫翻脚齢嫡次イ矯躍醐靴噺塒磁の　より少しぐ仰伽・f肌た紛刻1瓢　蹴鰍刎・
34％よuloo矧鞘…に犯さる・而して大鵬蛾病　版」1燗い1・尻弥瞳作り競伽。

搬給欺代鋤揃骸無上醐す・　　　　伽ナた蜘棋・・後舗の姐f犠しで護蛾・ZY　L．　“」，

7・僚膿簿染によるtのは3－4齢期頃に於ど灘夢Eす。　　たるも、傷［二1ほ奈く閉麟し外親1：何導のf凱揺を認め

S・鱗救に鰍の欄瓢幡1琳げして難れ・　ず。；・〈Lk㈱瀦こに於け碗r・瞬少漁僻麺胞弓・・

　5齢末に感染せるものは完杢に結繭化蛾1壁卵す。　　　の多少とに於て多少不一一致のものありたるも、典の

9・榔醐ゆ脚帥の櫛二撫・1も燃御のもの　歩合は聯揃1聴薦艶…を示・U・　bp

に多く・肌て期検騨灘す・　　　柞齢解縣齢融
1°?蜷絡�ﾀ舘総題鱗無｝蘭1。　ll憾嗣掘歓・ミ際姻”・・…S1－t－－1

・・、轍麟・卿・於ける蟻伽錐別、繊麟　鷺取（1駒
　同率なり。　　　　　　　　　　　　　　　「陣獺癌｝～維”孔ジニ7揮152號k記載せる雫i癒1微粒子

12、榎磯僻染の’臓含卿化後の総1愚則鍛の輝過すると　　病捻鷹の…ゐ：搬なるll愈旨．謙ゴlllに謝ξ憂u。噸抄略）

　倶に臓内の胞子は幾阿級歎的に澱」曾す。　　　　　　　柞慧蛾膿磯1灘による鶴粒｛蔚薫苧槍豊溝に就て

13・獅蹴鱗中には棚1よTl胞子を撫i｛す・　　　湯川1’；1．c夫滞蜘厭儲時17、1一ユ蟹（1936）

14・有鵬惣5　醐の彗ゆ・繊以上碗子胎む。　ホ欄鞄畷衛・厚包刊鋤法か法とし”rr・alr液鞭法

15、翻監揚内の昆韻のrlrカマキリには胞子を撫出すo　　・に付’攻究せりo

工6、有轟病蛾の蛾尿中には胞予を検出せず。　　　　　　ユ、蛾の採扇1箇飯は箏2脚が容易にして鼠蛾の動イ乍

17・・母蛾の病毒輩茎と系占繭串は逆比例をなす。　　　　　　　　に最も影驚が少：㌃い搬に息はる。

1S、飼料により偲銑率異り輩柳よりも糖の方多し、　　　2、工脚の．nM、液量にて競検lij’能賑り。

　後脅の方葉形澗大なるため病轟附着の槻會多懸た　　　3、5税野倫総に於て9昌一・99％のjE確度を示・ナ。
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4、血液検査にて強出し得る胞子数は蛾灘検査に、よ　　　　上に及ぶ。小なるものは0．Su位なりo柞澱朋亀病多

　る場合の10分ノ1乃柔30分ノ1なり。　　　　　　　　角｛搬の大さiL．駅鐡膿病i多角，職の火さにt．ヒ鞍する1，こ

’5、第2脚1切隊によη愚虫1廷の吏尾には秋々影難三ある　　　　家鐡多角機の約2分ノ1なりき。

　如くなるも、龍卵綜には影ミ1〕｛1皆無」くほ穐めで！照1股　　　3、柞獄の膿病の初期にあUてはクト槻上．促鑓との甑

　なUと思はるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別を認めづ酔。

6、本法を柞遡微粒ヨ材愈誉法の一として漁i用すれば　　　4、肖置」附々進みたるものは皮膚緊張し壁躯肥大し、

　蛾別採卵籠の雌費及び手数を節し得るの麻ならず　　　　食慾澱退し£即切不活濫となり、時として1：瓦眠鑓の

　交尾前に有緑母蛾懲【ち↑1却する1読刹粘1み辱ヒイ∫利な　　　　皮1薄の緊張・11一る場合」：の嚴別［イ；1難なる場脅あηO

　り。t，1∫本法は蛾慌夢丙珊研究．ヒ利用し碍・ると思ぱる。　　　病勢匙めぱお廷膚に黒｝融i撚1二つ㌔而して典の猟貼は

7、不法の献、i！占は正確｝葉鵡杢ならず」／i．魏蟻力｛普泌夕　　　　荊大して黒色班貼と蜜る。病勢翼1こ進みたるもの

　刻より夜乙囹（及び夜間孟倉斑伽必要とすることなる　　　は．頂1液中に多角髄な泌ア離す。激度高淫秋期に於て

　も、之は電燈F媚しば容易に検盗し得るのみなら，　　　は黒臓を認めてより4塁置1、朋くは工日にして黒鮎

ず、蜘臓虫踊礁1鋤法鳳り日・噸蛾する　JIWjnし騨繊と綱・働の謝雛脚る1燃病
様鞭する，とも可能なリ。　　　　　媚鹸は齢に典嚇到嫡｝fする舩艦す・ユトヒの時、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒黙覆なせる皮膚の一・卿iが敬れて撒液を墳田す。

擢に融ず翻職蹴《　　　　　腋継し靴し麟晦幅もO，）・・t，、，・V。
禰螺胤灘蝋階工轄・輔頁（1937）’ E、舳。皿、灘蹴。於。。多膿競L，1しtU．s．。

満灘粥掘讃Ll醐地方イ；1綴に鯉肌オ暇撚さ巌ぽ　　⑰、蛾膿には嚇ど釧膿耀配げ。

す噸の繍網擶伽紬のi・して・期要融　7、鰍脚勾に多燃澱ず磯舗、う脳ゆ核
次の如し・　　　　　　　　　　1・kj・“c小蹴し一C・1．1，PILし、此の囎鰍光櫃1ζ膿する

1・形態・lf・1：　S，lt　／，・t〈　w：プ“LV’｝撫脚1馴欄k　Ffdg白にし　　に竃る。此の小ジ凸綱蜘款鋤こ大となリ、多角

　て附端嫉尖り、q靹こS，iri端は棺々細侵く」尾端1よ醗　　　膿1跡毬∫の形態となリイ亥中に充浦し、次節に露田施質

　尖にして粉々轡曲して屠り、うL端に尾刺を宥す。　　　　iノ」に瀾ち、次で漁液巾に放出す。之は血球内に於

　尾刺は最後の1馳皮の際除憂雀る。頭部【よ‘1・〉圓形に　　　　て槻察せるものなるも、仙の細胞内に於ても岡様

　隆起して蝦部｛飴甦6箇、側器1甥桝rす。皮麿の　　　の順序によ翼融戒せらるるものと思はるo

上∫齢轡y∫齢以て1覧は桐嘱餉暦あり。盤　　1；隙燃中剛三瑠めら“るジ鱗撒膿病初」り1の

㌦上・隔僚大illl［・繍1胞、嬬舗Eiu劇㈱細　ゆ瀞・らず・炮瑚かに荊hllKLの勧瑠煽・

胞・・．燃内。。∬旨撒G刷励灘1齢。　初繊内囎継繍鋤撫美汕勲ものにあら

灘・鴨幡・し・1・獅・・　　蕊蜥臨劇題畜1緊せらる゜
麟には㈱轍く・蠣1叢に咄の峡に蝋孔　8、構磯病多艦購鯛お媒。。。カ，液、こ

あリ・鱗に醗撒近俄撚囁捌・侃ロ繍　　より激す。
でぱ生殖獅磁醐かに1認めら糠・’・　　9」溜。捌・｛濃病瑠椀こ禰どなし。・

　線鍮の大さは最長なるものは121・2糠に遡するも・　　　眠3くは2齢より焚見す。

　ns均50糎内外癒り。　　　　　　　　　　　　　　　　10、膿病多角臓は添食及び没酎により傳染す。

2、寄生時期及び寄繊頭数　蹄もに於て既に寄雄し　　11、柞羅膿病多角盤は獄鍛に偲染せず。

長さ3一噸に搬るも硫認賊り。綴願に　12、オ欄腿舗多角膿灘腋のべ・・ケフm・・眠茅晒

　寄生する頭数は多きは工2｛1G頭を検田r士η。　　　　　濾過器を濾過したるi慮液の注射により30－4Q％の

’3、鵬及び種の考察　種々なる方樹より考察して新　　　　磯病を認、叉添盒によりても装病せる「atilせPo

　鵬Pemぎimern臨詮1没竃するを餐賞となすべし。　　13・飼育試瞼にありて繊第工fli’：・離柳・櫟之に衣ぜ

柞碧ヨ讐欝，灘＿、＿、鋤・41灘鷺灘轍1鰍畿

1・欄膿病多艦は徽の｛曜の關係鳳リて形　て灘飼敵馴；駄献し禍こと嬬ず。
　態に多少嫉藍異あるも・3角、4角・5角叉は6　　15、飼育中生ずる鋤駄、之を顯徴鯉厳丘する揚合

　角膿に見え、典の小形なるがために醐度Z＞廓大力　　　膿病多角髄を有するものはSO％に及び病綴は登部

，では多くのものが3角形に見える。　　　　　　　　　膿病なりと需llひ得る。此の黒1蒲洲各∫断1際の際の

2、多角髄の大さはユlt均2．5u内骨、殻ブ（のもの5u以　　　掘察によりても各同の鍛験に於ても岡糠なり。


